






　　1.　Ein Mann stehtim FluB,sagteich.
　　　　一人の男が川の中に立っている，と私が言った。
　　　　一反一物語の始まり－
　　2. In den SchattendesMannes…
　　　　その男の影に……
　　　　一盲目性という潜在的基底－































































































































































































































































































































































































































































































































のかどうか？とその子はもう一人の子に言った。J Ob es noch immer
steigt?sagte es zum andem.では，主語はer (=mein Bruder)でも可能な
ところを巧みにes (=das Kind)にずらしている。それによって［私は何
も見えない。私は凍える。J Ich kann nichtssehen.Ich Mere. は, ich (弟）
－344 －
のせりふ（つまり「あいかわらず増えているのかどうかは見えない」）で，







































































sagt das eine zum anderen vollerStaunen. / Ein Schwein, sagt das andere
　　　　　　　　　　　　　　　－347－








































われる。そのきっかけが［In dem Augenblick―Nein, sagte mein Bruder.
























可視の「水底J die Tiefe des Wassers のことでもある。［（……）我々には









































sagte mein Bruder. Gehn wir zuriick!と自らの言を反復するばかりであり，
続く「私」の言も同様の反復をするのであるが，先程の28）の引用のIn dem
























































なる。すなわち, Und　　jetzt, sagteich, ietztware ich fastertrunken.
「……今私は溺れかけた」と。蘇生した「私」にまた物語らせるために。
Ⅱ．＜補説＞『言葉の縁』について














世界』ﾌ:^ie InnenweIt der AufienweIt ｄｅｒＩｎｎｅｎｗelt（1969）で「言葉の縁」




















Der Rand der Worter 1
Der Stadtrand : Der Rand der Stadt
Der Gletscherrand : Der Rand des Gletschers
Der Grabenrand : Der Rand des Grabens
Der Schmutzfleckrand : Der Rand des Schmutzflecks
Der Feldrand : Der Rand des Feldes
Der Wegrand : Der Rand des Weges






































Der Rand der Worter 2
Wir sitzen am Rand des Feldwegs und reden.
Die groBte Not istlange vorbei, denn am Gletscher-
rand lagern die Leichen ab.
Wer steht am Rand des Feldes, am Rand des High-
5 way? - Cary Grant!
Am Grubenrand liegt,vom Spaten gespalten, ein
Engerling.
Der Rand des Schmutzflecks trocknet schon.
Es wird bitter kalt, und dem Captain Scott fangt die
10 Wunde vom Rand her zu eitern an.
Am Rand der Erschopfung reden wir allein Haupt-
satzen.
Von den schmutzigen Taschen des Toten haben die
Fingernagel des Plunderers einen Rand.
15 Wir sitzen am Rand des Feldwegs, am Rand des
Feldes, und reden, und reden.
Wo der Rand der Worter sein sollte,fangt trockenes
Laub an den Randern zu brennen an, und die Worter
kriimmen sich unendlich langsam in sich selber:
20 ≫Diese Trauerrander!≪































かに，例えば，［死体」 Leichenと「死人」(der) Tote,［畑J Feldと［幼
虫」Engerling,「氷河」 Gletscherと「寒い」kaltこと，「シャベルでまっ















めており，「縁で話す」 am Rand reden ということが「指示的意味］と「文
字通りの意味」とに二重化されている。つまり，ある意味で，この1～16

























































































BERCHTESGADEN ― Urn einen besonders
sch&ien Blidcauf Sankt Bartholomfizu haben,
stiegam Sonntag etoe22j8hrigeSekretSrlnaus
Paris zusammen mit ihrem Ehemann auf dieFalkensteinerWand am Kda4fis≪ee.
≫Um einen besonders sdionen Blick auf Sankt Bar-
tholoma zu haben, stiegam Sonntag eine 22Jahrige
Sekretarin aus Paris zusammen mit ihrem Ehemann












同時に, Wir lesen.AVir schreiben. として読まれねばならない。











































































































































Ano Toki Kima ＼vaWawakatta
Spiders
18














































































2.ハントケと［具体詩J Konkrete Poesie （ヤンドルの例）










my heart leaps up when i behold
a rainbow in the sky
so was itwhen my lifebegan
so isitnow i am a man
so be itwhen i shallgrow old
or let me die!
the childis fatherof the man
and i could wish my days to be
bound each to each by natural piety
(william wordsworth)
mai hartlieb zapfen eibe hold
er renn bohr in sees kai
so was sieht wenn mai lauftbegehen
so es siehtnahe emma mahen
so bietwenn arschel grollt
ohr leek mitei!
seht steildies fader rosse mahen
in teig kurt wisch mai desto bier
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Die Kajiite des Kapitans, so besdireibt Joseph Con-
rad, hat die Form eines L> so daft jemand, der iiber-
raschend zur Tur, die sich an dem kiirzeren Balken
des L befindet, hereinkommt, den Fliichtling,den der
Kapitan, obwohl jener einen Mann totgesdilagen
hat, bei sich verborgen halt, nicht sogleich in der
Kajiite erblicken kann, weil sich der Fliichtling im
langeren Balken des I befindet.
Der Fliichtling,der schwimmend einige Seemeilen hat
zuriicklegen miissen, um auf das Schiff zu gelangen,
istvon der Miihe dermaften erschopft,daft seine Fiifie,
nachdem er, auf dem Riicken liegend, in der Koje
eingeschlafen ist, ein ziemlich weitschenkeliges % M
bilden. ＼f
Dem Kapitan, der, im Schein der Kajiitenlampe, in
ein Buch vertieftist,scheint, als er einmal vom Buch
aufschaut und den erschopft schlafenden Fliichtling
betrachtet, dieser Zustand der Erschopfung, ohne
daft er sich diese Verwandlung eines Zustandes in
einen Buchstaben erklaren konnte, immer mehr die




Als der Kapitan, mit dem Kopf seine Vorstellung
absdiiittelnd, sich wieder seiner Lektiire zuwendet,
erblickt er am Anfang des neuen Kapitels zu seiner
Verwunderung einen dick mit Salz verkrusteten
SchirTbriichigen, der lauthals um Hilfe ruft und sich
erst auf den zweiten Blick des Kapitans als ein groftes
Der Kapitan, indem er weiterliest, muE seine ganze
Vernunft aufbringen, um den Schiffspapagei, der ihm,
kreischend und krachzend, leibhafbig vom Buch her-
auf in die Augen springt, fur em^^^P^ zu halten.
#v
Als aber jetzt,noch im Larm des Papageis, der durch
die,wie es dem Kapitan vorkommt, M-formige Stille
■ drauften auf
■ dem Meer ver-
Jriickt gewor-
den scheint, der Steward, auf dem senkrecht iiber
den Kopf gestreckten Arm ein Tablett, das mit dem
Unterarm ein grofies flHHI bildet und von Glasern
I klirrt, an die Tiir der
I Kapitanskajiite klopft
I und fast zugleich auch
■ schon eintritt,verwirrt
sich der Kapitan, der gerade noch den Vorhang zur
Koje zuziehen kann, derart, dafi er den Steward, wel-
cher soeben am Schnittpunkt des kurzen Balkens
－380－
des H mit dem langen Balken des HH mitausge-
H ^H strecktem
H ^| Armsicht-





▼"■■■% £mmmmTf liest und, statt den Papa-
＼ ＼ g M gei zu beruhigen und den
＼ ＼f f Steward naherzuwinken,
＼ g in seiner Not das Buch zu-








































































































































































がDer Rand der Trauer に反転してしまうことそれ自体は，悲しくも喜ば
しくもないはずなのであるが，にもかかわらず「悲しみの縁」と呟いてい
るのは，もしかすると，ハントケではなく，この現代の世界そのものなの
かもしれない。
　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
『洪水』全訳
一人の男が川の中に立っている，と私が言った。彼は轟音の直中にいて，
首はうなだれたままである。腕は両脇に垂れている。たふん彼は，我々の
座っている岸から川床へおりていき，石の上をゆっくりと水のあるところ
へ歩いていったのだ。我々は彼からそんなに離れていないので，彼は波の
すぐ前に立っているように見える。一歩進めば水につかるだろうし，さら
にもう一歩出れば，川にさらわれてしまうだろう。　しかし，そこまで近く
にいないのは確かで，何メートルかは離れている。だから，本来なら，私
の声が聞こえてもいいはずなのだが。
　彼にはおまえの声は聞こえない，と私の兄が言った。彼に向かって叫べ。
　いや，と私が言った。
　彼は何かを見ているのか？と彼が訊ねた。
　私にはわからない，と私が言った。私には彼の姿は後ろからしか見えな
い。彼の顔は陽の光を受け，横からは明るすぎ，よくわからない。ひょっ
とすると目を閉じているのかもしれない。彼は石の上を歩いていき，そこ
に立ち，それから川床で眠っている。
　おまえは嘘をついている，と私の兄が言った。川には男など立っていな
　　　　　　　　　　　　　　　－388－
　秋だな，と私が言った。川面の位置が石から下がっている。石の上には
如雨露や木の枝がある。真ん中にだけ，水が流れている。手をとって下に
降りるのを手伝ってくれ，と私の兄が言った。手伝わないと一人で行けな
いのか？と私が訊ねた。脚でも折ったのか？
　おまえにその気がないなら，一人で行く，と私の兄が言った。私はその
男が何を見ているのかを訊ねてみたい。
　でも，あなたは彼を見つけられない，と私が言った。あなたは，間違っ
た方向へ行って，水溜りやぬかるみにはまってしまい，そこで，はまりこ
んで抜け出せなくなる。手を貸して。
　彼には，依然，我々の声が聞こえないのだろうか？と彼が訊ねた。我々
は舗道のように石の上を歩こう。
　彼には我々の声は聞こえない，と私が言った。彼は，今，胸の上で腕を
組んで，体を暖めようと，上着の下に手を押し込んだところだ。
　太陽は，今沈んだのか？と私の兄が訊ねた。
　太陽だって？と私が訊ねた。
　急にすごく寒くなった，と私が言った。
　陰に入った，と私が言った。
　向こう岸の木々の陰にか？と彼が訊ねた。
　その男の陰に，と私が言った。あなたの顔はその男の陰に入っている。
　その男は何をしている？と彼が訊ねた。
　じっと石の方を見ている，と私が言った。
　どんな石なのか，と彼が言った。
　それは丸く，そして川からの細い溝によってできた水溜りに下半分が浸
かっている，と私が言った。石の周りの水は，凍結する前のように，静か
で澄んでいる。私には，その底が光っているのが見える。
　それで,その中には生き物はいないのか？と彼が訊ねた。蟹もミミズも？
　蚊が一匹その中にいる，と私が言った。
　　　　　　　　　　　　　　　－389－
　それで，それは動いていないのか？と彼が訊ねた。
　輪を描いて泳いでいる，と私が言った。
　死んでいるのか？と彼が訊ねた。
　そうだ，と私が言った。
　死んでいるのなら，水の方が動いているに違いない，と彼が言った。
　水が増してきた，と私が言った。潮が満ちてくる。
　これは川だ，海ではない，と私の兄が言った。
　それは海だ，それは大洋だ，と私が言った。
　それは川だ，それに我々しかいない，と彼が言った。そこには男などい
ない。
　その通り，と私が言った。我々しかいない。我々は，座っていた岸辺か
ら，川床へおりてきて，轟音の直中，石の前に立っている。石の上半分は
まだ水に浸かっていない。溝には乾いた泥がある。そのほかには，石の上
には何一つ見えない。
　ひょっとすると蟻が一匹いるかもしれない，と私の兄が言った。
　蟻は二匹だ，と私が言った。彼らは岩の上に逃れて，その上を這い回っ
ている。飛行機からは，彼らは蟻のように見える。彼らは，我々の方へ向
かって手を振って叫んでいる。我々がハンカチを持っていれば，振り返す
ことができるのだが。
　それは子供だちなのか？と私の兄が訊ねた。
　そうだ，と私が言った。彼らは今，岩の上に横になって，石にしがみつ
いている。それから，一人の子が立ち上がって水の方を見ている。水はあ
いかわらず増えているのかどうか？とその子はもう一人の子に言った。私
は何も見えない。私は凍える。
　私もまた凍える，と私の兄が言った。風が冷たくなった。
　私のセーターを着なさい，と私が言った。
　なぜ，おまえは石の方を見ているのか？と彼が訊ねた。家へ帰ろう。
　　　　　　　　　　　　　　　－390－
　だめだ！と私が言った。
　どうしたんだ？と彼が訊ねた。なぜ，おまえは叫んでいるのか？
　水だ，と私が言った。
　もっと大声で言ってくれ，と彼が言った。エンジンの騒音で，私はまっ
たく聞き取れない。
　水が迫ってきて，二人はわずかな平らな場所に追いやられた，と私が言
った。一人の子がもう一人の子を引っ張り寄せた。　しかし，水はもうまた
増えてくる。水自体には，動きは認められない。屋根がぷかぷか浮かんで
いる。屋根は藁でできている。屋根が揺れると棟の風見も激しく回る。あ
そこの下の方では，風は吹き荒れているに違いない。藁が吹き飛んだとこ
ろは，垂木のあいだに，衣装箱やチェストから流し出された衣類がはため
いている。
　子供たちは叫んでいるか？と私の兄が訊ねた。
　うん，と私が言った。彼らは叫んでいる。ただ，叫ぶあまり，彼らの目
は閉じている。一人の子の鼻から血が流れている。この子はかろうじて右
の靴ははいている。泥だらけのつま先は我々の方を指している。もう一人
の子は裸足である。指先をくっつけてこすっている。
　それで水は？と私の兄が訊ねた。
　水は二人の周りでますます上がってきている，と私が言った。彼らは，
乾いたあたりの真ん中の方へうずくまっている。突然，彼らは風見の方を
見つめる。たぶん，彼らは，それが回るとき軋む音が聞こえるのだろう。
我々は，この上の位置では，それはまったく聞こえない。今，水が，乾い
たところの，ある箇所から入り込み，一人の子供の靴のかかとを濡らす。
二人はすぐに押し黙り，互いに体を押しっけあうので，もはや，ほとんど
彼らを区別することはできない。この瞬間にｰ
　やめろ，と私の兄が言った。
　この瞬間に，と私が言った，闇の中から死んだ豚が流れてきて，子供だ
　　　　　　　　　　　　　　　－391－
ちの側をゆっくりと通り過ぎる。自分の腕の動きに気づかずに，彼らは同
時に手の甲で目をこすり，豚の方を見る。豚の腹が，揺れるたび水の中か
ら見える。豚だ，と一人の子が驚いてもう一人の子に言う。豚だ，ともう
一人の子が言って，驚きながら唇から血を拭う。そして彼らが，そこに座
って豚の話をしている間に，はるか水平線の水底深く揺れが生じ，村や森
を通り抜け木々を折るが，我々にはそれが見えない……
　戻ろう，と私の兄が言った。戻ろう！
　そして息に，と私が言った，そして息に，息に，急に水が上がってくる，
急に水が上がってくる，水が上がってくる，急に水が上がってくる　そし
て，水が上がってくる　そして　そして　そして　そして　そして　そし
て　そしてそしてそして
　やめろ！と私の盲目の兄が言った。
　そして　　　今，と私が言った。
　　　　　　　　　　　　　　　－392－
